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公益財団法人 日本教育公務員弘済会（略称 日教弘）の教育振興事業（奨学事業、教育研究助成事業、教育文化事業）及び福祉事業は
教弘保険の契約者配当金により運営されており、日本の教育界に貢献しています。
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最優秀賞　1点　　30万円
優秀賞　　2点　　20万円
優良賞　　3点　　10万円
奨励賞　　4点　　  5 万円
佳　作　　3万円の図書カード

最優秀賞　1点　　20万円
優秀賞　　2点　　10万円
優良賞　　3点　　  5 万円
奨励賞　　4点　　  3 万円
佳　作　　1万円の図書カード

2021年11月30日(火)当日消印有効

学校部門 個人・グループ部門

　千葉教弘では、教育に関する特に有益な研究を実践し、教育の向上発展に寄与すると認められる県内の
幼・小・中・高・特別支援学校等の教育研究団体および個人（グループ）に助成する「教育実践研究論文」
募集事業を行っています。本年度より「学校部門」、「個人・グループ部門」とも「奨励賞」を新設する等、
助成内容の充実を図りましたので、多くの皆様のご応募お待ちしております。
　募集の詳細につきましては、裏面の要項をご覧ください。

主催：公益財団法人 日本教育公務員弘済会 千葉支部　　後援：千葉県教育委員会

柏市立手賀東小学校　校長　佐和 伸明
学びを保障し・広げるための同時双方向型オンライン授業の在り方
～臨時休校の非常時から学校再開後の平常時までを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　視野に入れて～

千葉市立宮崎小学校　教諭　兼子 稔
主体的に問題解決を行う児童の育成
～問題意識や解決の見通しを持たせる実践を通して～

佐倉市立佐倉幼稚園　園長　古嶋 美文
友達と協同して遊べる子をめざして
～協同的な遊びから得られる非認知能力の
　　　　　　　　　　　　　　向上とその発展性を願って～

千葉県立姉崎高等学校　教諭　石川 陽一
高校生の地域参画とふるさとを愛する心をはぐくむ実践
～フィールドワークとプレゼンテーションを
　　　　　　　　　　　　生かして地域とつながる取組～

大多喜町立大多喜中学校　校長　堀江 秀一
記述力・表現力を高める実践
～全国学力・学習状況調査結果を生かした、
　　　　　　　　　　「サク作タイム」を中心とした取組～

松戸市立第五中学校　教諭　岡本 小枝
小中英語教育におけるスムーズな接続を目指した、
小学生へのアルファベット読み書き指導
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学校部門 個人・グループ部門

最近 3年間の最優秀賞受賞者

★2021年度「教育実践研究論文」募集!!★

※敬称略
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本文
A4サイズ
5ページで
応募‼

要旨

A4サイズ
1ページ

募集対象

応募方法

論文応募要項

応募先および
問い合わせ先

公益財団法人 日本教育公務員弘済会 千葉支部　
〒260-0013　千葉市中央区中央4-13-10　千葉県教育会館新館 7階　　  0120-10-8851

◆ 千葉教弘のホームページよりダウンロードすることができます。
　 「応募申請書」、「要旨」、「本文」の様式をダウンロードし、郵送で提出してください。

1研究主題

ホームページURL　 https://chibakyoko.jp

「学校の実態を踏まえ、明日の教育を考える」という立場から、具体的な研究主題を決めて論文をまとめてください。

• 様式は 48 字×43 行×1段組×A4判1ページ 横書き
  （フォントサイズ10.5ポイント）とします。
• 所属校・職名・執筆者（学校部門は所属長・グループ部門は代表者）・
  研究主題・副題・要旨をまとめてください。

2様  式　※異なる様式は審査の対象外となります。ご確認ください！

ア. 要旨

• 様式は 24 字×43 行×2段組×A4判 5ページ 横書き
  （フォントサイズ10.5ポイント）とします。
• 本文の1ページ目の 6行（段組み左右）を用い、研究主題・副題・所属校・職名・執筆者
  （学校部門は所属長・グループ部門は代表者）を記載し、図表・写真等の資料を掲載する場合は、
  A4 判1ページ程度以内の分量で 5ページの中に収めてください。

イ. 本文

論文の作成は原則としてワードを使用してください。指定の原稿用紙はありませんので、以下のとおり設定の上、
提出してください（ア.要旨・イ. 本文ともに必須）。 電子データ（CD-ROM等）も併せて提出願います。

3図表・写真等の資料の留意点
掲載する図表・写真等の資料は、A4判1ページ程度以内の分量に収め、本文の中に貼り付けるか
またはデジタルカメラ等で取り込んだものにしてください。

※ア・イはそれぞれ別のファイルで作成してください。

● フォントサイズや図表・写真の分量が上記と異なる様式・不備がある状態で応募した場合、審査の対象外となります。
● 応募により提出いただいた論文は返却いたしませんのでご了承ください。

教育実践研究論文助成  募集要項

◆ 研究論文は、「学校部門」「個人・グループ部門」の2部門とします。
• 県内の小･中･高･特別支援学校･幼稚園･認定こども園および教育研究機関に勤務する教職員とします。
• 他の団体等より既に助成金を受領したもの、または原稿料等の報酬を得て執筆、発表したものは除きます。
• 応募論文の版権が、当財団に帰属しても異議のないものに限ります。

※ 「個人・グループ部門」に応募する際は、納税のため、代表者の個人番号（マイナンバー）のコピーを提出していただきます。
　  提出いただいた個人情報は、納税等必要な手続きの終了後、当法人の責任において廃棄します。
※  同部門で2年連続の応募はできません。 
※  前年と同じ研究内容を、部門を変えて応募することはできません。

各賞決定

◆ 2022年 1月末の教育実践研究論文審査委員会において決定いたします。

※ 他の論文等にある図表・写真や長い文章を引用する際は、応募者が版権所有者・団体の引用許可を取得してください。


